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後志地方57況指数

稲を干すには最高の天気となったが・・・

「γ

L－】

平脚5年度岩手

80人が参加した研修会

民生委員は、「隣人愛を持ち、地域
社会の実情を把握し、誠意をもって相

談に応じて自立の援助に努める」こと

を信条に活動しています。

痛人感受廃寺も！
10月24日、ふれあい交流センター「おあしす」で岩宇・南

後志地区の民生委員児童委員研修会が開催されました。

後志支庁地域福祉係長の森本秀樹氏より「地域福祉の

現状について」と題して講演の後、引き続いて総合福祉

医療センターの視察研修が実施され、出席した約80人は

福祉の現状や地域の実情にふれ有意義な研修となりまし

た。

標準恥＿′棚

収
穫
量
　
昨
年
の
半
分
以
下

村
内
の
水
稲
農
家
は
2
3
戸
、
総
作
付
面
積
は
2
3
・
5
h
 
a

で
小
規
模
農
家
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が
兼
業
農
家
を
営
ん
で

い
ま
す
。
今
年
の
作
柄
は
、
出
穂
最
盛
期
の
6
月
下
旬
か
ら
低
温
・

日
照
不
足
が
大
き
く
影
響
し
、
夏
か
ら
心
配
さ
れ
て
い
た
米

の
収
穫
量
は
予
想
以
上
に
悪
く
、
9
月
2
9
日
農
業
委
員
会
が

実
施
し
た
水
稲
作
況
調
査
の
結
果
、
平
年
の
半
分
に
な
る
こ

と
が
確
実
と
な
り
ま
し
た
。

農
家
で
は
、
品
質
や
収
穫
量
の
両
面
を
確
保
し
よ
う
と
、

天
候
状
況
を
み
な
が
ら
稲
刈
り
時
期
を
調
整
。
平
年
を
2
～

4
週
間
延
ば
す
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
あ
ま

り
の
不
作
に
が
っ
か
り
肩
を
落
す
姿
が
目
に
付
き
ま
し
た
。

総
合
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
見
学
の
様
子



地帯別作況指数　（10月15日現在）

やはり稲の軽さが目立つ……（江ノ島地区）

菅原　幸司氏　　木村　博文氏

及川　純氏

「
災
害
発
生
時
に
地
域
住
民
へ
ど
う
情
報
を
伝
え
る
べ
き
か
」
　
を
目
的
に
、
研
修
会
が
1
0

月
1
4
日
　
「
お
あ
し
す
」
　
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

南
西
沖
地
震
か
ら
川
年
を
迎
え
、
5
月
に
三
陸
南
地
震
、
7
月
に
は
宮
城
県
北
部
連
続
地

震
が
発
生
。
さ
ら
に
9
月
2
6
日
に
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
・
0
十
勝
沖
地
震
が
発
生
す
る
な

ど
、
尊
い
人
命
や
財
産
が
自
然
の
脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
迅
速
、
的
確
な
情
報
提
供
が
あ
れ
ば
救
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
　
そ
ん
な
必
要
性
か
ら
3

人
の
方
を
招
き
、
実
例
発
表
や
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
に
、
宮
城
県
内
地
震
の
取
組
み
を
実
例
発
表
し
た
の
は
菅
原
幸
司
氏
　
（
古
川
オ
フ
ト

ー
ク
セ
ン
タ
ー
）
。
次
に
南
西
沖
地
震
を
振
り
返
る
1
0
年
を
村
企
画
観
光
課
　
木
村
博
文
氏

が
実
例
発
表
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
北
海
道
文
化
放
送
の
及
川
　
純
氏
が
　
「
災
害
発
生
時
に
求
め
ら
れ
る
情
報
発
信

と
そ
の
技
術
」
　
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
文
化
放
送
の
及
川
あ
わ
純
氏
の
講
演
内
容
で
は
、

問
題
点
1
．
放
送
担
当
者
が
慌
て
て
い
る
。

2
．
何
を
ど
う
伝
え
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
有
効
な
情
報
の
条
件
と
し
て

1
．
適
切
な
内
容

あ
　
2
．
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

を
挙
げ
、
伝
達
の
基
本
姿
勢
と
し
て
　
「
動
揺
し
な
い
」
「
声
は

大
き
く
」
。
必
要
な
要
素
は
　
「
い
つ
」
「
ど
こ
で
」
「
誰
が
」
「
何

を
」
「
ど
う
し
た
」
【
な
ぜ
】
の
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
放
送
が
大

切
で
あ
る
と
指
導
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
緊
急
性
を
予
想
し

た
普
段
か
ら
の
準
備
が
必
要
と
強
調
し
て
話
し
ま
し
た
。



特別会計歳入歳出額内訳
＼　＼ �国民健康保険事業 �簡易水道事業 �老　人　保　健 �介護保険事業 �計 

予算額 �3億147万4千円 �1億220万6千円 �3億7，608万7千円 �2億2，243万2千円 �10億219万9千円 

収入溝板 �1億2，356万1千円 �2，155万1千円 �1億5，675万7千円 �7，285万5千円 �3億7，472万4千円 
（41．0％） �（21．1％） �（41．7％） �（32．8％） �（37．4％） 

支出済額 �1億2，708万6千円 �3，929万円 �1億6，455万1千円 �9，674万9千円 �4億2，767万6千円 
（42．2％） �（38．4％） �（43．8％） �（43．5％） �（42．7％） 

借入額（村債）の状況
年度 �借　入　額 �元　利　償　還　金 �歳　出　合　計 �構　成 �残　　　　額 

13 �1億5，960万円 �5億5，803万9千円 �28億1，342万円 �19．80％ �32億2，112万2千円 

14 �4億3，920万円 �5億2，365万8千円 �27億9，178万円 �18．80％ �32億1，673万9千円 

※借入（村債）額は、その年度に借入したお金。元利償還金は、その年度に返済するお金。
構成は、歳出合計額に対する元利償還金の割合。

上段は予算額、下段は支出済額（）内は構成割合

歳　　出

予算総額

24億6，984万5千円

支出済額

11億5，710万3千円

執行率　　（46．8％）

予算額

総務費　　　　3億7，781万9千円（15．3％）

1億7，330万1千円（45．9％）

公債費　　　　5億　878万6千円（20．6％）

2億6，003万5千円（51．1％）

農林水産業費　2億6，957万2千円（10．9％）

1億4，967万4千円（55．5％）

民生費

衛生費

教育費

消防費

支出額　商工費

4億1，376万8千円（16．8％）

1億3，087万2千円（31．6％）

3億2，447万2千円（13．1％）

1億4，286万9千円（44．0％）

2億　971万5千円（8．5％）

9，985万4千円（47．6％）

1億2，399万8千円（5．0％）

6，600万円　　（53．2％）

1億　326万4千円（4．2％）

7，621万6千円（73．8％）

主な補正予算額の内訳（歳出）
単位：千円

総務費
公的個人認証サービス実証支援事業
倉庫解体工事
人件費
村長選挙費
知事・道義選挙費
民生費
障害者医療給付
人件費
老人福祉施設措置費
地域振興基金積立金
社会福祉基金積立金
老人保健会計繰出金
国保職員給与等操出金
衛生費
歯科消毒用滅菌器購入
人件費

630

116

△22，103

△2，239

△673

15，240

6，043

1，256

1，000

200

182

100

242

△5，386

総務費　公債費　農林水　民生費　衛生費　教育費　消防費　商工費　土木費　議会費　その他

産業費



平成15年度上半期圏凰圏園圏圏
財政状況は、村財政の実態と諸施策の内容について村民の皆様にご理解をいた

だくため、毎年5月と11月の年2回公表しています。今回は、平成15年度上半期

（4月～9月）の財政状況をお知らせします。

上段は予算額、下段は収入済額（）内は構成割合

歳　　入

予算総額

24億6，984万5千円

収入済額

11億4，833万3千円

収入率　　（46．5％）

16億

14億

12億

10億

8億

6億

4億

2億

0億

地方交付税14億1，007万1千円（57．1％）

9億　820万5千円（64．4％）

村債　　　　2億8，970万円　　（11．7％）

0円（0．0％）

諸収入　　　2億7，043万4千円（10．9％）

5，553万8千円（20．5％）

繰入金　　1億5，623万6千円（6．3％）

5，000万円（32．0％）

村税　　　　1億1，151万7千円（4．5％）

7，120万8千円（63．9％）

国庫支出金　　　7，340万9千円（3．0％）

725万1千円（9．9％）

道支出金　　　　6，376万3千円（2．6％）

主な補正予算額の内訳（歳入）
単位：千円

地方交付税
普通交付税
村債
臨時財政対策債
漁港事業負担金
繰入金
財政調整基金繰入金
減債基金繰入金
村税
特別土地保有税
国庫支出金
障害者支援費国庫負担金
老人福祉施設措置費国庫負担金
簡易郵便局取扱委託金

210，071

△95，700

900

△101，964

△50，000

△62

7，562

570

△9，120

地方交付税村債　諸収入繰入金　村税　支出金　　負担金



くおめでとうごさ＼、ます

字本日の岩田豊治さん、字豊浜

の高島三千康さん、字富浦の平日

妙子さんの3人が88歳を迎えられ

ました。おめでとうございます。

これからも健康に留意されて元

気にゐ過しください。

共同作業で見事に完成させた看板

地
区
の
大
役
を
受
け
2
年
目
、
色
々
な
面
で
勉
強
中
。
地

域
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
区
活
動
、
ま
た
行
事
を
遂

行
し
て
い
ま
す
。

年
々
参
加
さ
れ
る
方
が
少
な
い
現
状
の
中
、
い
つ
も
大
勢

の
方
が
参
加
し
や
す
い
方
向
に
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
憩
い
の
場
で
あ
っ
た
漁
り
火
温
泉
も
休
館
と
な

り
、
多
く
の
方
が
不
便
を
訴
え
る
今
日
、
復
活
を
願
い
た
い

思
い
で
す
。

当
地
区
も
一
人
暮
ら
し
の
方
が
多
く
、
一
声
掛
け
運
動
を

提
案
し
、
み
な
さ
ん
で
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
近
所
の
方
々
は
勿
論
で
す
が
、
地
区
全
体
で
の
役
割
が

大
き
く
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

）
　
）
　
）

側
央
側

左
中
右

（

　

（

　

（

ん
ん
ん

さ

さ

さ

田
島
田

岩
高
平

中
学
校
の

寺
案
内
に
一
戦

島
牧
中
の
子
供
達
が
中
学
校
案
内
看
板
の
作

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
在
の
案
内
板
が
老
朽
化
し
、
高
潮
工
事
で

道
路
が
変
更
す
る
こ
と
に
誰
か
ら
と
な
く
話
が

持
ち
上
が
っ
た
。
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
、
今
年
の
春
に
産
声
を
上
げ
た
美
術
・
創
作

部
の
男
女
7
人
。

代
永
先
生
の
指
導
の
も
と
、
9
月
上
旬
か
ら

週
3
回
の
部
活
で
取
り
掛
か
り
、
直
径
2
5
c
m
長

さ
2
・
5
m
の
支
柱
を
電
動
工
具
や
カ
ン
ナ
を

使
用
し
、
ニ
ス
を
塗
っ
て
一
カ
月
余
り
で
仕
上

げ
た
。
丸
太
は
代
永
先
生
の
小
樽
の
知
人
が
無

償
提
供
し
て
く
れ
た
。

共
同
作
業
で
作
っ
た
支
柱
は
、
日
月
中
旬
に

本
日
警
察
官
駐
在
所
の
所
に
設
置
予
定
で
、
こ

の
目
を
子
供
た
ち
は
楽
し
み
に
し
て
い
る
。



卓
球
っ
て
楽
し
い
尋

島
牧
卓
球
協
会

島
牧
卓
球
協
会
は
、
現
在
2
0
名

程
度
の
会
員
が
在
籍
し
、
練
習
は

毎
週
木
曜
日
の
午
後
7
時
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま

す。
協
会
員
の
年
令
も
様
々
で
す

が
、
年
令
に
関
係
な
く
毎
回
楽
し

く
練
習
し
て
い
ま
す
。
1
年
間
に

2
回
ほ
ど
村
内
の
大
会
を
開
催

し
、
あ
と
2
回
は
他
町
村
の
大
会

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

卓
球
は
、
あ
る
程
度
出
来
る
ま

で
は
練
習
が
大
変
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
と
て
も
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ

です。毎
年
2
回
開
催
し
て
い
る
村
内

の
大
会
は
、
う
ま
い
、
下
手
、
関

係
な
く
参
加
者
が
楽
し
む
大
会
で

す
。
大
会
終
了
後
に
は
、
必
ず
懇

親
会
が
あ
っ
て
和
や
か
な
雰
囲
気

に
な
り
ま
す
。

卓
球
の
興
味
の
あ
る
方
、
一
度

遊
び
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
村
内
の
大
会
を
1
2
月
に

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
し
ど

し
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
景
品
を

用
意
し
て
待
っ
て
ま
～
す
。

凰
◎
豊
◎
沙
お
蒲
あ

震

◎

国

臼

』

　

℡

彊

寿
都
町
は
年
間
風
速
1
0
m
／
S
以
上
の
目
が
1
7
0
日
以
上
も
あ

り
、
風
の
強
い
町
と
し
て
全
国
的
に
有
名
で
す
。

現
在
、
地
球
温
暖
化
な
ど
世
界
的
に
環
境
問
題
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
、
い
ち
早
く
本
町
の
財
産
で
あ
る
「
風
」
を
有
効
利
用

し
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
風
力
発
電
に
着
目
し
ま
し
た
。

昭
和
6
3
年
に
夢
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
、
翌
年
の
平
成
元

年
に
寿
都
中
学
校
裏
の
小
高
い
丘
に
全
国
自
治
体
初
の
風
車
が
誕
生

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
‖
年
に
は
2
3
0
k
W
、
そ
し
て
本
年
度
6
0
0

k
W
の
大
型
風
車
3
基
が
日
月
中
旬
の
本
格
運
転
を
目
指
し
て
姿
を

現
し
て
い
ま
す
。

1
5
年
前
に
建
設
さ
れ
た
小
さ
な
風
車
が
、
今
日
の
本
町
の
目
指
す

「
環
境
に
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り
」
　
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
ま
た
、
日
本
の
風
力
発
電
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。



10月11日

団幻二km

国＝固

1位

和田　飛来

糸矢　和書

木村　祐輔

山下　将史

橋野　連行

山下　拓実

5分6秒

4分41秒

10分16秒

9分6秒

12分58秒

12分56秒

2位

河崎　怜香

中山　大海

小山　和也

中山　唯仁

高谷　幸貴

中尾　　卓

5分19秒

4分59秒

10分26秒

9分14秒

13分28秒

13分40秒

3位

渡辺さゆな　5分30秒

中山　喬由　5分3秒

花田　　涼10分27秒

大森　結花　9分20秒

斎藤　陽介13分32秒

大森　亜美13分49秒

こりすのびょうき（うさぎ組） 中学生全員によるコーラス

一1二＿■’1－∴一日　．

3年生　にんじゃへの道

好ア

咽
転
緊
鞘
、
吾
や

お
母
さ
ん
方
も
参
加
し
た

大
き
な
か
ぶ
　
（
く
ま
組
）

音
楽
「
さ
ら
ば
ジ
ャ
マ
イ
カ
」

邦
小
学
校
学
芸
会

邦
保
育
所
発
表
会

％
中
学
校
学
校
祭

1
年
　
せ
か
い
に
ひ
と
つ
だ
け
の
は
な
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健康追憶

第28回①の照葦戸真上苦言っ　ま。かし刷つ 

脳梗塞、脳出血、クモ膜下出血などの突然おきる脳血管の 

病気を「脳卒中」といいます。脳卒中になると手足のまひや 

言葉が話せなくなるなどの後遺症が残ることがあり、その 

後の日常生活動作能力（ADL）が低下します。 

⑧脳卒中の治療は？ 

脳出血、クモ膜下出血では緊急の脳神経外科的治療が必 

要です。脳の血管がつまる脳梗塞では、症状が出てから短 

時間なら血栓溶解療法で回復することもありますが、たい 

ていは早期からのリハビリテーションが必要です。 

⑧予防の10ヶ条 

日本脳卒中協会は予防10ヶ条として下記の事を勧めて 

います。①高血圧の治療②糖尿病の治療⑨不整脈の治療④ 

禁煙⑤アルコール控えめ⑥高脂血症p治療⑦食事の塩分・ ったが 脂肪控えめ⑧運動⑨肥満の改善⑩疑わい用寺はすぐに病院 

へ行く 

◎脳卒中予防のために 
血圧は低く抑えるほど脳東男苦痛か抑えられます。禁煙 

も非常に効果があります。心房細動という不整脈や高脂血 

症では薬の治療で脳卒中の発症を抑えられます∴鹿病にな 

らないように軽い運動をつづける習慣をつけましょう。 

同
島
牧
村
臆
は
諸
芸
常
Å
腎
』

と
い
う
名
の
ヘ
ル
パ
ー
が
い
ま
す
！

〝
サ
ポ
ー
タ
ー
″
　
は
、
島
牧
村
地
域
保
健
福
祉
計
画
の
実
施
に
伴

い
、
今
年
5
月
か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
有
資
格
者
2
名
の
体
制
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容
は
、
主
に
病
気
や
障
害
に
よ
っ
て
日
常
生
活
に
不
日

由
を
感
じ
て
い
る
方
な
ど
で
、
介
護
保
険
の
対
象
に
な
ら
な
い
方
へ

の
家
事
を
中
心
と
し
た
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

調
理
や
掃
除
、
庭
の
草
む
し
り
、
ゆ
っ
く
り
と
お
話
し
を
す
る
な

ど
利
用
者
の
方
の
希
望
に
沿
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
2
人
の
サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
は
、
本
業
の
仕
事
を
も
ち
な
が
ら
の
業
務
の
た
め
、
ひ
と

り
の
利
用
者
あ
た
り
月
2
回
の
訪
問
が
限
界
で
す
が
一
生
懸
命
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

利
用
希
望
や
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

保
健
指
導
係
　
T
E
L
7
5
－
6
0
0
1

島
牧
診
療
所

糸
矢
宏
志

の
う
　
・
そ
っ
　
　
ち
ゆ
う

「
脳
　
卒
　
中
J

l

l

l

－

1

・

■

脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
数

は
以
前
よ
り
少
な
い
で

す
が
、
未
だ
に
発
症
す

る
人
が
多
く
注
意
が
必

要
で
す
。



蜜臼画
入　　選　　標　　津

いじめ防止等健全育成の部

㈱（躯学坐高挙療）（ゆ常盤健筆辱）

匡目頭

医目頭

（）前職

総務経済部長
総務課長

住民課長
健康福祉課長
水産農林課長
建設水道課長
出納課長
教育委員会次長
総務課付

交通安全の部入選標語

㈱（躯常盤高導療）（幽学墾修学奉）

北島　　一（財政課長）

藤井　英夫（健康福祉課主幹）
政　　修司（建設水道課長）
山田　康次（総務課長）
大西　敏夫（水産課長）
藤川　　茂（農林課長）
吉野　武美（教育委員会次長）
中野　勝美（住民課長）
坂本　孝彦（健康福祉課長）

住民課主幹兼徴収係長　八戸　幸雄（財政課主幹兼徴収係長）
島牧保育所長　　松野　秀雄（教育委員会主幹兼学校給食センター長）
健康福祉課主幹兼社会福祉協議会事務局職員　金子　英敏（島牧保育所長）
水産農林課主幹兼林務係長　加藤　哲夫（農林課主幹兼林務係長）
農林委員会事務局長兼水産農林課主幹　鶴間　裕康（水産課主幹）
教育委員会主幹兼学校給食センター長　逢坂　信義（農業委員会事務局長）
総務課財政係長　　　津島　　透（財政課財政係長）
総務課車両係長兼務を解く　小川　英俊（総務課管財係長兼車両係長）

住民課課税係長　　　円山　　等（財政課課税係長）

水産農林課水産係長　平井　茂夫（水産課水産係長）
水産農林課農政係長　伊藤　慎一（農林課農政係長）
出納課出納係長　　　蟻波ヒロエ（出納係長）
総務課財政係主事　　石塚　雅尚（財政課財政係主事）
住民課課税係主事　　永島　茂雄（財政課課税係主事）

水産農林課水産係主事　及川　光輝（水産課水産係主事）

水産農林課農政係兼林務係主事　小倉　　司（農林課農政係兼林務係主事）
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思
い
出
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キ
ラ
キ
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輝
く

考
え
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自
分
の
こ
と
よ
り

ケ
ン
カ
や
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相
手
の
顔
を

「
ど
う
し
た
の
」
　
こ
の
二
言
が

見
え
ま
す
か
　
元
気
の
奥
の

イ
ジ
メ
は
ね
　
心
を
切
り
さ
く

よ
う
く
見
て
　
あ
の
子
と
私
の

あ
の
子
の
笑
顔

人
の
こ
と

よ
く
見
よ
う

友
だ
ち
さ

悲
し
み
が

は
も
の
だ
よ

違
う
と
こ
ろ

6
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山
田
　
果
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4
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金
子
　
聡
美

5
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渡
辺
　
晩
発

4
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成
田
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歳
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文
央
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彩
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佳

最
優
秀
賞

優

秀

賞

奨

励

賞

い
じ
わ
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や
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な
い
ゆ
う
気
　
ぼ
く
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あ
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2
年
　
平
川
　
光
郎

や
め
よ
う
ね
　
小
さ
な
い
た
ず
ら
　
い
じ
め
の
は
じ
ま
り1
年
　
小
原
　
菜
緒

た
た
く
な
よ
　
い
た
い
じ
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な
い
か
　
心
ま
で

3
年
　
木
村
　
祐
輔

わ
る
ぐ
ち
は
　
ケ
ン
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に
な
る
よ
　
や
め
よ
う
ね

3
年
　
瀬
戸
川
慶
子

最
優
秀
賞

優

秀

賞

奨

励

賞

携
帯
を
　
持
っ
て
い
る
手
を
　
ハ
ン
ド
ル
に

つ
な
い
だ
手
　
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
　
は
な
さ
な
い
で

運
転
す
る
　
あ
な
た
が
守
る
　
み
ん
な
の
命

1

年

　

田

宮

　

　

桜

2
年
　
渋
谷
　
宏
子

3
年
　
渡
辺
　
亜
美

6
年
　
藤
田
　
聖
也

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
　
ぼ
く
た
ち
の
せ
て
　
ゆ
っ
く
り
行
こ
う

4
年
　
松
永
　
直
也

お
と
う
さ
ん

わ
た
る
前

し
め
よ
う
よ

つ
か
れ
た
ら

ブ
レ
ー
キ
を

事
故
防
止

出
て
く
る
な
ゆ
っ
く
り
安
全
　
急
が
な
い

ひ
か
れ
て
か
ら
じ
ゃ
　
お
そ
い
ん
だ

5
年
　
佐
藤
　
有
沙

ね
む
く
な
っ
た
ら
　
ひ
と
や
す
み

1

年

　

沢

村

　

　

級

左
右
の
か
く
に
ん
　
と
ま
っ
て
ね

2
年
　
佐
藤
　
史
鰭

私
を
守
る
　
い
の
ち
づ
な

3
年
　
山
田
　
沙
姫

ゆ
っ
く
り
や
す
ん
で
　
う
ん
て
ん
し
て
ね1
年
　
桃
井
　
千
位

そ
の
場
で
か
け
て
も
　
も
う
お
そ
い

6
年
　
山
下
　
拓
実



弁護士相談 

札幌弁護士会が実施する、相談 

日程は次のとおりです。 
11月26日（水）27日（木） 

12月8日（月）9日（火） 

初回の相談は無料　　事前予約制 

予約受付　平日10時～16時 

電話　0135－62－8373 

場所　　岩内町高台84－3 

（佐藤精肉店となり） 

㌻覇

「おれおれ詐欺」にご注意 

「お金を振り込んでほし 

い」という電話がかかってき 

たら、直ぐに信用しないで相 

手の名前、生年月日などを確 
認しましょう。 

振込み口座が家族と違う名 
前の時や変だと感じたら、本 
人に連絡を取り確認しましょ 
う。 

くらしのガイド
役　　場　　　　　　　　75－6211

総合福祉医療センター　75－6001

（健康福祉課）

交通事故にあって

困った晴、回った人の
こ娼畦に・…‥
札幌自動車保険請求

相談センター

電話　011－290－1881

呈

年未調整説明会 

日月19日．10時～12時 

寿都町総合文化センター 

（ウイズコム） 

勤労者福祉資金融資の利用を 

北海道では、中小企業勤めの方 

（育児介護休業中も含む）季節労 

働者、企業倒産など事業主都合に 

よる離職者、医療、教育、冠婚葬 

祭などの「生活資金」を融資して 

います。 

詳しい内容は後志支庁商工労働 

観光課（0136－22－111 

1）へ問合わせください。 

融資利率　年0．6～1．5％ 

融資金額100万円以内 

融資期間　5年以内 

償還方法　元利金等月賦償還 

¢臼にしていませんか？
保険料を未納のままにして置くと、万が一の事故や
不幸に遭った時など、年金を受けられない場合があり
ます。
受給資格期間が25年未満の人は、10年、20年、保険
料を納めていても、将来、老齢基礎年金を受け取るこ
とができません。
必要な期間は原則25年以上です。また、老年基礎年
金は保険料の納付済期間が40年あって始めて満額支
給されます。

受給権は5年で消滅

厚生年金保険の場合、保険の給付を受ける権利は5年
で消滅します。給付の権利発生を気づき請求すれば、過

去5年分は支給されます。受給権が発生したらすぐに
請求しましょう。

また、国民年金の場合も給付の権利は5年で消滅しま

すので、ご注意ください。

ヽ

〕

薬
物
乱
用
を
防
止
す
る
た
め
に
は
…

○
　
危
険
性
は
身
近
に
潜
ん
で
お
り
、
自
分

に
は
関
係
な
い
と
思
わ
な
い
こ
と
。

○
　
誘
わ
れ
て
も
　
「
絶
対
だ
め
」
　
と
断
る
勇

気
を
持
つ
こ
と
。

0
　
1
人
で
悩
ま
な
い
で
友
人
や
家
族
な
ど

に
何
で
も
相
談
す
る
こ
と
。

「
だ
め
、
絶
対
」
と
断
る
勇
気
を
！

道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
、
そ
の

事
業
場
で
働
く
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ

ト
等
）
最
低
賃
金
は
、
1
時
間
6
3
7
円

「
ま
ず
、
チ
ェ
ッ
ク
！

働
く
ル
ー
ル
の
最
低
賃
金
」

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
　
（
解
雇
、
雇
止

め
、
配
置
転
換
、
賃
金
引
き
下
げ
、
退

職
勧
奨
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

等
）
　
で
お
困
り
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

北
海
道
労
働
局
で
は
、
個
々
の
労
働

者
と
事
業
主
の
問
の
紛
争
を
迅
速
に
解

決
す
る
個
別
労
働
関
係
紛
争
解
決
援
助

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

労
働
局
札
幌
総
合労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

O
 
l
1
　
－
　
2
2
3
　
－
　
8
7
1
2

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決



10月1日～10月31日

：　　5日　中学校学校祭
■　　　〝　村長杯兼体育協会長杯少年：

野球大会　　　　　　　：

6日　表彰審議会　　　　　：

11日　歩こう会、マラソン大会　　・

14日　オフトーク研修会　　　　：

16日　町村合併に関する特別委員会：
17日　山岳遭難防止対策協議会登：
山訓練　　　　　　　　　　　■

：18日　保育所発表会　　　　：

：　19日　小学校学芸会　　　　　：

：　24日　岩宇・南後志ブロック民生：
児童委員研修会　　　　：

人うごき
（10月1日～10月31日住民係窓口受付分）

15．10．11阿部　幸敏…豊　浜

清水目恭子…本　日

■おくやみ
15．10．10

15．10．14

15．10．14

15．10．21

15．10．31

15．10．31

■人　口
2，169人（前月比△7人）

男：1，048人（前月比△3人）
女：1，121人（前月比△4人）

■世帯数
969戸（前月比＋0戸）

編集雑感
とても良い天気……。そう思って登山口に着く
と、雨が降り始め登山開始から30分間が雨だっ
た。その後、青空が出たが中腹まで来ると、みぞれ、
あられ。やがてハイマツ林にたどり着くと登山道
には数センチの雪が積もっていて雪に変わった。
靴の中はグチヤグチヤに濡れ、お花畑を横目に
登り続け、看板の撤去を終えた頃には気持ち良い
青空が広がった。
下山途中は温かく、枯れ木を見つけてキノコは
無いかと探している者をしり目に、普段の運動不
足がたたり、足が痛く、疲れて見る元気も無かった。
日焼けして下山すると、酒を飲んでいると言わ
れた者もいた。5人で狩場山へ看板整理に行った
10月17日の出来事。山の天気はまったくあてにな
らない……　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭

わが家の

巌お姫様
己けうI Lす　き

賑内　静辛，やん
元町／阪内美樹さん

のお子さん

（平成12年3月27日生）

静葵は歌や踊
りか大好きな明る
い子です。最近は、

よくあ喋りもし、お
手伝い（？！）もしてく

れます。
そして、おしゃれにも

興味かあるようで「女の子
なんだなあ－」と感心します。
将来は自分の意見をしっかり持ちつつ、人に対して思いやりの

持てる人になってくれれば嬉しいな、と思います。

（美樹さん）

苛箭1。諾冨芸在748日達成

運 転 �二；・旨－＝言認jr揉＿立法妻毎・∴∵十∴」虐　　　場　寿都町文化センター 

崇髪 を刷 �紺明閥 �銅等　　　　‾‡優　良　講　習13：00～13：30 

i　　　　　　　　　　　　－r室　　川 ��一般講習14．00～13．00 違反・初回更新者講習15：15～17：15 

1三‾つも－ ���岩内自動車学校　0135－62－1328 
免 許 ����11月20日（木）．1．2月4日（木） 

12月18日（木）　1月8日（木） 

八雲自動車学校01376－3－2111 日月20日（木）12月4日（木） 

12月．11．日（木）12月18日（木） 

盃しま �ま �ヰ平記完呈号警票臣諾篭道認諾認諾提統諾意詣芸題喜志 し 
自然環境へのやさしさを考え、
，．大豆インキを使用しています。

島
町
日
豊
豊
豊

ノ江
元
本
永
永
永

）
）
）
）
）
）

歳
歳
歳
歳
歳
歳

7
　
2
3
2
　
■
h
U
　
1

7

7

9

4

6

7

（

（

（

（

（

（

由
治
ツ
吾
子
喜

美
隆
ミ
新
和
繁

井
谷
崎
岸
島
本

藤
亀
大
川
中
宮

サ
ム
二
誉
十
㌧
∴
∴
∴
　
わ
お
＼
　
∵
う
た
∵
ヤ
声
七

碑
受
正
し
鳳
の
責
如
費

産
み
月
の

っ

　

　

　

つ

く

　

　

　

つ

し

　

わ

纏

　

　

　

　

　

あ

さ

　

　

か

ぜ

行
け
藩
政
の
風

秋
風
に
あ
ぜ
し
あ
じ
さ
い
放
り
む
せ
ず

上

　

　

　

　

‥

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う

ハ

　

　

　

　

　

　

王

ら

、

し

　

け

る

放
き
事
の
あ
り
て
嬉
し
や
粥
小
森

ま

で

　

　

の

‥

　

　

す

い

7

1

　

号

　

　

　

　

　

も

カ

ー

で

ま

鳥
に
残
る
群
議
裟
め
る
如
景
山

由
易
一
曳
獄

岡
本
　
凍
昇

一
及
落
叶
み
て
え

中

馬

　

一

男

さ
ら
さ
ら
と
額
縁

魂
ゆ
れ
7
L

　

し

ん

は

ん

け

い

あ

う

一

V

を
恕
る

、
代
止
　
す
ヱ

接
す
水
食
這

馬
照
∵
主
キ


	img001
	img002
	img003
	img004
	img005
	img006
	img007
	img008
	img009
	img010
	img011
	img012

